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本研究の主題は，「社会情動的スキルを組み込んだ理科学習評価モデルに関する研究」である。

子どもは，教室において他者と考えを共有しながら学習を進め，自分の考えや共有された考えを

基に自らの科学概念を構築している。その構築の過程として，認知面だけではなく，学習活動を

主体的に行うといった情意面や他者と協働的に問題の解決を図り，その考えの妥当性を吟味する

といった社会面を考慮に入れ，調和のとれたものとしていく学習が重要である。このような子ど

もがもつ科学概念についての研究は，構成主義的な研究においてその実態を見ることができる。 

本論においては，社会情動的スキルを組み込んだ理科学習評価モデルに関する研究を行った。

これまで，子どもの科学概念構築の過程に関する研究は，構成主義的な視点から研究がなされ，

認知面だけではなく，情意面や社会面の重要性が明らかとされてきた。しかしながら，例えば OECD

（2018）が課題として挙げているように，知識やスキル，態度及び価値を効果的に育成していく

方法は，いまだ解決されていない。 

理科学習においては，子どもの科学概念構築に対して，情意面からのアプローチや社会面から

のアプローチによる学習が有用であることは明らかとなっている。一方，認知面，情意面，社会

面が，どのように関わり合って子どもの学習を促進しているのかについての研究は未解決である。

そして，上述の３つの面を調和のとれたものとして子どもの科学概念を高める過程を明らかにす

ることについても未解決であった。即ち，本研究の意義はここにある。 

本研究では，一貫して子どもの科学概念構築における構成主義的な視点から子どもの学習論を

基本に据えた。そして，科学概念構築の過程における子どもの表現の分析について，OECDの認知

的スキルと社会情動的スキルという２つのスキルの枠組みを援用して，科学概念構築の様態を読

み取る枠組みである理科学習評価モデル（石川・小野瀬・佐藤，2021）を措定した。また，社会的

な交流の場（学びの場）でつくりあげる科学概念があると考え，その科学概念の考えを基にした

授業デザインの有用性を検証した。さらに，子どもの素朴概念を生かしながら授業をデザインす

るため，小野瀬・佐藤（2018）の教授・学習プロセスマップ（以下，プロセスマップと記す）を援

用した。最後に，プロセスマップと理科学習評価モデルを融合させ，子どもの科学概念構築を志

向した授業デザインを構築し，その実践的な検証を行った。その結果，以下の１～７として示す

事項が明らかとなった。 

１. 国内外の学力観の動向と理科教育の今日的な課題について分析した。その結果，国内外の子ど
もの学力に関する議論では，「21世紀型スキル」「教育の４つの次元の枠組み」「Education2030

プロジェクト」「学習指導要領」のそれぞれに共通する学力の構成要素が多く，認知面，情意

面，社会面を調和のとれたのものとして捉え，学習を通して身に付けていくことが求められて

いる。そして，これからの理科教育においても認知面，情意面，社会面のそれぞれを調和のと

れたものとして発達させることを志向した学習のデザインが必要であることが明らかになっ

た。 

２. 理科教育における今日的課題について，理科教授・学習論の視点からその解決へのアプローチ
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について明らかにした。その結果，子どもは個々に多様な科学概念を保持しており，教師が学

習指導を行うためには，子どもの素朴概念と科学概念構築の様態を理解して授業をデザイン

する必要があることが明らかとなった。具体的な例を，以下に述べる。 

・ 認知面においてホワイトによる記憶要素の関連性から子どもは個々に多様な科学概念を
保持している。 

・ 情意面において小野瀬・森本（2005）による子どもの学習モデルから子どもは学習動機に

裏付けられて認知的方略の使用や学習の進捗状況の調整といった自己調整学習を具体的

なストラティジーを駆使しながら学習を進めている。 

・ 社会面においてヴィゴツキーによる発達の最近接領域から子どもはコミュニケーション

活動を通してそれぞれの固有の論理の広がりを得たり，論理を深化させたりしている。 

３. 子どもの理科における素朴概念を，ホワイトの記憶要素を援用し概念規定した。それは，子ど
もが授業や学習を行う前に保持している，必ずしも普遍的に構造化されてはいない既有の概

念である。具体的には，ことば，記号，イメージ等がバラバラな形で存在している。すべての

命題は，直接与えられる経験を記述する命題に還元（翻訳）可能ではなく，それぞれの記憶要

素の集約の状態が子どもなりのものであり，構造化されていない状態であることが明らかに

された。教師は子どもが普遍的な意味の記憶要素である「命題」を中心に，特殊的・体験的な

意味の記憶要素である「イメージ」や「エピソード」，「運動技能」を保持し，「自然事象に

関する科学的な命題を含んだ」命題ネットワークを成立させて考えられるようにする必要が

あることを明らかにした。 

４. 教師による学びの場の設定の中で，社会的な交流の場において子どもがつくりあげる科学概
念があると位置づけた。小学校 第５学年 理科「流れる水の働きと土地の変化」における実践

事例を通して，学びの場の設定と社会的な交流の場でつくりあげる科学概念の考え方を基に

した授業デザインが，個々の子どもの科学概念構築に有用であることを明らかにした。 

５. 理科における素朴概念を基にした授業デザインの有用性を明らかにするために，小野瀬・佐藤
（2018）のプロセスマップを援用した。そして，小学校 第３学年 理科「音の伝わり方と大小」

の事例を通して，プロセスマップによる子どもの素朴概念を基にした理科授業デザインの有

用性を明らかにした。 

６. 社会情動的スキルを組み込んだ理科学習評価モデルの構築とその実践的検討を行うために，
理科授業において社会情動的スキルを組み込んだ理科学習評価モデルを用いて授業をデザイ

ンした。そして，小学校 第５学年 理科「もののとけ方」の事例を通して，理科学習評価モデ

ルが子どもの科学概念構築の様態を認知的・社会情動的スキルの視点から評価できることを

明らかにした。 

７. 認知面，情意面，社会面の調和のとれた学力，即ち子どもの社会情動的スキルの獲得と科学概
念構築を促す理科授業デザインを明らかにするために，プロセスマップと理科学習評価モデ

ルの融合を行い，授業をデザインした。そして，小学校 第４学年 理科「ものの温まり方」の

事例を通して，子どもの社会情動的スキルの獲得と科学概念構築を促す授業デザインの有用

性を明らかにした。 

上述の１～７は，教師が子どもの科学概念構築と社会情動的スキルの獲得を促す授業デザイン

を行う上で理解すべきものである。即ち，１～７を踏まえて授業をデザインすることで，子ども

の学力が認知面，情意面，社会面の３つの調和のとれたものとして高めることができる。 
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